
（様式１） 

「課題提示型」提案募集シート 

 

１ 提案を募集する内容について 

募集テーマ No.25 
市公式ＬＩＮＥアカウントを活用した認知症おかえりサポ

ートシステムの協力サポーターの拡大 

提案を募集する背景 

（現状・課題） 

高齢化が急速に進行する中で、2025 年には高齢者の 5人に 1人が認知症

になると見込まれるなど、認知症とは誰もがなり得るものである。 

認知症の方は病気の症状として、「徘徊」がある。徘徊は、事故や行方不

明といった命にかかわってくることから、早期かつ安全に発見・保護で

きる仕組み作りが重要である。現在、市公式ＬＩＮＥアカウントを活用

したおかえりサポートシステムを実施しているところであるが、行方不

明者を探す協力サポーターの拡大が課題となっている。 

課題解決に向けて 

募集する提案内容 

・市民向けにプッシュ通知を行っている各種民間企業等のＬＩＮＥ公式

アカウントとの連携や、各種連絡ツール（連絡網）の活用 

・市ＬＩＮＥ公式アカウント友だち登録者の拡大策（登録時のデフォル

ト設定化） 

（実証実験に関する提案の希望：□あり □なし） 

想定する提案の例 

（イメージ） 

（提案内容は下記の例に限定されるものではありません） 

・協力サポーターへの情報発信 

・連携する各企業の公式アカウントへの情報発信（登録者への発信） 

課題解決に向けて、

これまでに実施した

ことがある主な取組 

・４年度９月「世界アルツハイマー月間」を登録協調月間として、医療・

介護・福祉関連団体等（１６団体）へ登録促進を図った。取り組み期間

中において、登録者が倍増した。 

 

２ 提案にあたっての条件について 

募集期間 
掲載日～令和６年６月３０日 

（但し、予告なく中止することがあります） 

実施予定時期 

☒ 随時 

□ 令和 年  月～令和 年  月の間 

□ その他（                        ） 

提案者に求める 

専門性 

（ ＩＣＴ等情報通信技術 ）に関する知見、ノウハウ 



本市から 

提供できるメリット 

□ 連携事業の広報・ＰＲ 

□ 関連するデータ（            ）の提供 

□ 実施にあたっての関係機関との協議・調整のサポート 

□ その他（                        ） 

その他の留意点 

・現時点での予算措置はありませんが、提案内容により予算措置を検討

することがあります。（市の事業費負担がある提案の実施に関しては、

関係法令等に基づき、改めて、公募等を行います。） 

提案内容に関する 

お問い合わせ先 

（事業所管課） 

鹿児島市健康福祉局すこやか長寿部認知症支援室 

電 話：０９９－８０８－２８０５ 

メール：nin-shien@city.kagoshima.lg.jp 

 


